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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道路の屈酌部・國道1墾緑戸像阯近
職後わが國では今まて見られなかつた大型のバスやトラックがぞくぞく製作され，ま

　　　た小型寧が街1二氾濫しはじめている・この状勢にNしwcaのmueははなはだ見S　tJが

　　　　　　する，ここでは自動車輸逡の増大とそれに射感すべき道洛簿造の問馳を概観してみた．

1・自動車による鑑路交還の疲嬉

　　自動車による機械化された道路交通が實際に勢いを得

　たのば20世紀に入つてからであるが，その初期におい

　て本來馬車のための陣石道路はさんざんに打ち壇されて

　全く役に立たなかつた．室餐入リタイヤの護萌と工代虻

　な各種の鋪装工法はこの問題をほ穿完全に解決して，自

　動車の大型化と高速化を可能にした．さらに將來への獲

　展のためには，巾員の墳大，急匂配と急屈曲の緩和など

　道路講造の改良が急務とされる．

　　米画の道路改良は主に1920年代を申心として行われ，

　堤方幹線道路の大孚は往復2車線の鋪装道路として完成

　を見たDであるが，今日の大型高速交遍に野してはすで

　に全く不＋分で時代遽れとなつている．また自動車敷の

豫想もでぎなかつ磁増ぶりは，各所1こ混難を引き起し

　こと1こ郭市内の街路交通はいたるところ大混凱をlkじる

　よ∋1．なつたので，廣汎かつ精細な交通調査を行つて，

　道路網の再編成と新しい改艮計寳に着手している．

　　自鋤車のrp均速芝は毎時80　kmで，乗用車のts，Xは

　100kmを普通とttし，最高速度の李均は140kmに達する

　といわれる．全米の自動車箏〔は3，740萬壁に達し，一一壁

　の年間季均走行距離は16，000kmである．地方道におけ

る貨物鯉量は年聞1，400億t・kmと推定されている．

　　ひる　るつてわが國の現状を見ると，自動車総徴は本

年はじめようやく30萬Xを突破して識後iまかな憶

　激に増加する傾向を示し，昨年中の増加数ば7萬墾に近

．い．そeL大牛は國産車である，國塵トラックの干均速度

は40㎞，最高搬は80kmに達しない鍍である．ト

ラックによる貨物継量は年間約2億tで，職前の2倍

ド近く槍しているが，穐鰻瞬は20km鰹推定さ
れるので，鐵道にくらべt鍛で2倍，t・km歎で5分の

　1に當る・米國の貨物輸邊量にくらべるといkm敷で鉛

分の1程度になる．

　　バスにょる3年聞の族客轍邊人員は職前20億人，全

　　　　6

腿人員の32％であつたのに野し，騒酵．　10億人と

孚・《しgme入員・一’blし筐か11．・・，∫にすぎす，－i・・）L－L・t；回

復を示していない．〔第1圖滲照〕
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　わが國の自動車は職後いちじるしい大型化の傾向を示

すとともに，小型車の激増「ぶりもまた目立つている．こ

のことは道路の構造に重大な影響を與える美、のと愚われ

る．

2．わが國自勧車の現況

　　　ア‘ll思
團　鈴　．

　　　　／．軌　遁
jJ憾
　　　　～5憺
L35僻ノ　　　　〔3r％，

　　肱髪ギ

　　79億
　　（～～勉

　晒ゴ4＃
IM

　わが國が現在保有し．ている約31萬ぎひ自動車の内課

を見ると（第2圏参照｝，貨物車が約70P。を占め，その
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　　　　　　　　　第　　2　　圖

孚徴近くは小型車である．乗用車は約20％，パスおよ

び特殊用途車がそれぞれ5％ずつとなつている．小型車亀

の総敷は14萬肇で自動車穂歎の牟ばに達しようとして

いる・前年中の増加総歎は6・8萬峯『」あ叩ボ，小型車は

實にその8D夕6を占めている．ジーゼル車は偲徴5，5DO

蛋で大型のバス，5t以上のトラックおよびセミトレp
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　　　　　　　ど，　恥

　　　　　鱗3建　鑛12貌

　　　駿ρを．ふくんでいる・　　　　　　　　　・　　、．

　　　將來穂間における小翠位の醜に剛型寧が慶く用

　　いられるようになり，比較的南の挾い道路も隅々’まで利

　　用ざれて戸寓から戸ロへ吟鹸逡が可能になるものと思わ

　　　れる・他方大軍位の長踵離輯醗は紹濟上の見地から大型

　　　ジーゼル車によつ（行われるものと豫想される．

　　、　　　職後大型化の傾向に帥懸して，自動車取締令が慶止さ

　　れ，薪たに制定された車爾規則（昭和22年12月，運轍

　　省令第36號）によつて法令上の制限も大巾に緩和され

　　　た（第3圖）、セミトレPラPt型バスで長さ14　mにおよ
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　　　　　，　　　　第　　3　　圖

　　ぶものがある．また総重量の制限は20tであるが，セミ

　　　トレーラ界トラックの最大は自軍8ち積載荷et　10　tと’

　　なつそいる．

　　　わが國のように燃將資源が乏し《その大串を輸入に待

　　fなげればならないとこうでは，燃料潰費量を極力節約

　　して，自動車交通の経濟化をはかる必要がある．今國産

’　　トラックを例にとつて燃賢潰費の問題を穣討するに當り

　　て，燃賢1」で蓮び得る貨物のt・k孤激（例えば5tを．

　　　6km蓮べば30t・kmになる）で比較するのがもつとも

　　解りやすいと思う．これを藤醗敷牽と名付けると，翰逡

　　敷牽は車種によつて異なるのはもちろんであるが，積荷

！　　の量，路画の歌態および遽度によつて鍵つてくる．今公

　　爾の杢荷重で，最高級の鋪装路画上を走行する場合を標

　　漆とすると，鹸滲敷率におよぼす速度φ影響鉢箔4圖の
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@ようになる．すな秘灘騨澱大壱こす磁麟あつ

　　　　て，これを纒濟速度と餐付ける．國塵小型車ジ管蓮車の

　　1’鯉i濟速度は35k卑／hr髄後，セミトtZ　・…，ラ轡で25㎞》㎞

　　　・髄後である．各種貨物車の輕濟遽度における最火の轍漆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　撒牽は銘5躍のようになる・　　・　「．
　　　　’路衝の駅態が悪くな鄭とジ輕濟遽度が低ぐなるととも

　　　　に鞭敷牽が下がる・そのガ例憐鱗ふ豪鱒ようである．

襲藪∴∴賦∴∴麟一．・∴1瀞漏滋∴、

臓の影響は鄭圖の例から購泌蝉り・とくv・澱
・低下の影響がいち隆い’ことに氣がr》く・

　・積荷澱は車轍敷牽にもつとも直接的な影響を淘よぼし

墜荷の蹄は瀧騨は0となり・輔の時は55％醸
　になる．定量以上の積荷は轍邊敷牽だけから見ると纒濟　　　’

　的であるが，車燈や路面の損儀を考えにスれると決して

　引合5こ一tとにならない．　　T

3，わ熱國道路の概況

　米國の地方道総延長は30iLt　ss哩で，そのちようど傘分

ρ150萬璽は何らかの慮理を行つた改良路面を持つてお

り，蔑り牟分の中67萬哩は既改良ではあるが路面慮理

Pが行われていないし，全然の未改良延長として84萬哩し

が幾されている．全麺長の1／4に當る75萬哩が1級お

よび2級の幹綜潭路≧して指定されるはずであるが，そ1

れを利用する交通量は全交通量の伝讐90％に當るものf’

と携定されている，

§郷凱わ綱灘囑況慶うであろう細ue　s
後巌された統識こよるζ・わが國の公共の用に供され

てN，　，〈’．us　ewの総延長は90薦kmでその瞭鱗置闘の延
　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k
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と見なされる道路が12履kmあ6th：，その牛ばに近
、・5．6萬㎞は有敷巾員b：　3．6m　LJ’Fで自動車の通行｝こ．

蓬せず・残りの7・1萬㎞の中Z9萬㎞は自動車が一

豪辛じて通過できる程麦である（第7．圖奮照）．＝車線道

75〃L坦上
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かを翻し・不適當な匠間は雛順位i・したがつ敏良

を進めることになると思われるが，その際，道路構造の

基準となる自動車を想定する必要が起る．

從來の基準は巾22m長さ8m酸で，　St準齢6ひ

kmとしている・鯛で妙なくと嫉の3種類を考え

なければならないであろ5．

寧 種 車

小型（乗用車，

普通型（乗用車，

大　型（パ　ス，

トラ。ク）11．6m

トラック）　　　2．2m

1・ラ1ソク）　　 2．5m

巾陣夏7
　　　1，：器

　　　12．Om

　　　　　　　　第　　7　　圖

路としてどうやら自動車の行き違いができる最小限度の

融巾R・45m　L」上嘔聞は42萬kmで，　eeeの1，3

で’ある．　　　　　　．，

　わが囲幹線の第一・位にある図道1號線の中でもつとも

重要と思われる東京名古屋聞377kmについて見うと，

第2表に示すように，改良匿間は牟ばに達せず，鋪装延

　　　　第2表　東京名古屋間國道の概況

陵長（・m）1轟m

＿堕・一 延 長1　377　∫　100

級易

茎．柘 　：匪　　聞
良　　医　　間

52P「012

鋪　　装
鋪　　　装

瞬以上匂配部
牛径1DOm以下屈曲部

901

64一4FD

り臼343

鱗8

191

一．@　　　．『　　　　　　　　　　　＝1　　　　　一
長が簡易鋪装を含めて．42％にすぎない．未改良匠閤の

宇には総巾員5m未｝繭『の箇所が4Dkmもある．

　またセミトレーラーを考える必要も起るであろう．

　自動車の毅は趣濟融見地からトラ・’・・fil：ついて考．

える観在蕊㎞と見られ，將來1こ鮒礁裕を見こめ

ば4㌍6壌しのo「Okm．をもつて基準とすれば十分のよう

に馴・泌・この値は從來ρ60kmに凱て退歩のよ5

に見えるガ現行の設討標準には不含理な黙が多く，そ

れにょって設計凱髄路で實圓こ60㎞出すこと，t：む

つかしい・だから設計方法の合理化をはかつて確責に50

kmの速度を．尿匝できれば，實際には40％±脅しの70km

程愛を出すことができるものと思われる．　　”

わが國のよ5にn勢・DPtdtth：licil’iく岨噛む彫

でit，常に基準速変を嚴守することは工事費が大となつ

て反つて不脛濟となる場含があるから，やむを得ないと

みとめられる時は・臓制限を考える必要力「ある．でge

1るかぎり趣濟速慶35kmを割らないことが望ましいが急

勾配nFJや急融部ではその7螂を，また街角その他眞

にやむを得ない箇所では50％を最低速斐とすることが

許さカろべぎであろう．乗用車に封しては高速性に封す「

る要求が特に大きいから基準遮吏を70kmに，セミトv

一ラーではこれを35kmにとると，次のような設計速壁．

の麦が得らdLる．

’ ．最高1基準乱脚勾配：1最低
．kmth「1”　1”　1〃　1〃

乗　　用　　車　tvO　I　70

バスWI1ラ・ク　70150
セミトレーラF－　5DI35

5D　　35　　25

35　　25　　18

25　　18　　12

第8厨　醐堰線腺職の雌軍線の分艘観

4．適路構遭の基準となる自動車の種類と遅度

　近L・va來においてわが國の自動車保有数が急増し，交

通の質と量に劃期的な剣ヒが起るものと豫想される時，

1waの道路がこの塑化に封して．どの程度の適顯性を示す

5．道路上における自動車の運動

　　上に述べたような基準蓬…乏を玉．案にだし得ろには，道．

　路上で自動車が自由に運動できることが條件となる．蓮

　韓の容易さと安全さを確曝し高速度を保と5とすろと路

　面の朕態はもちろん，巾員や屈曲，勾配の各部構造その．

　他の施設がこれに適したものでなければならない．また‘

’交通量が大きな影響を持つことも見逃がすことができな

い，砂利路面や砕石路面はよく維持が行ぎとどいていれ

　ば良好な態状を示すけれども，普通高速交通に適しない

8



騨㌦磁鼻∴・穿‘即ぐ㍗∵野：讐ll毒響
　　　　　　　　一　t”　　　　　　し，また交逼量が増す　　　均等な速度で走行できることもまた敏くことのできない

　　　㌧甕　　　　　醐・なる．鰻鮪　もに樋路上の騰しが＋頒くカリ長・・こ2・th・必要で

　　　　　　　　　　　　　も　　　　は色々な要素によつて　　　があつては安全な蓮韓ができない．この鮎は交薯渾路の　　　　蓼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藪がむやみに多いわが國の現状で高速度を獲揮できない　　　　　．　　　　　　　　　　　攣り，およそ1日200
　　　　v－、・　交通量（台／日）　　ないし300毫といわれ　　　一番大きな原因となつているよ5に思われる・それだか

　　　　’　　　第　　9　　圖　　　　る（第9圖）．　　レ　　　ら横断道路や接縁道路はできれ慮立騰交叉として分離す

　　　　　蘭散な道路上でtま一一毫の自動車が全路巾を自由に使用　　　べきであるが・それがむつかしければ取付部分の構造を

　　　　しているから，由員の狭いととも構造上の不備もあまり　　　改善すべきであろう・　　　　　．

　　　　苦にならないが，交通量が増すと片側一車線の中にしば　　　　自動車が勾配部を登る時，勾配の度合に懸じる抵抗を

　　　　り付けられることになつてはじめてそれらの鉄陥か致命　　　生じ，速度低下をきたすとともに，燃料潰費量が増大す

　　　　｛的になつてくるし，また緩速車が高速車にとつて邪魔に　　　る．勾配部を下る時には犀封になるから，差引きZF均す

　　　　なる．交通量がさらに増して前後に追随する自動車の聞　　　ると勾配の影響は2％以下の緩勾配では籐り考えないで㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　隔が短かくなると　　　よいのであるが，2％を越すと速度と燃籾こおよぼす影

　　　　　700　　　　　　交もはや舳な走行　響は鰭できない6％の勾配では準坦部の2倍の鵬

　　　　1釦　　諜薦1鷺灘難霧ll欝鷺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容量が減退して混　　　薩は讃向きの水李軸を申心として画韓蓮動をする・その

t　　鴛輌燕、翫。、ma　勲生じるよ5に　時車瞭は騰力と繭睡直な勘力をうけるから淺

　　　　　　、　　第　　10　圖　　　　　なる（第10圖滲　　　れらの力が過大にならないようまた衝撃的に加わらない

　　　　照）．このことは交通のはげしい街路においてしばしば　　　よ5塵置することが必要である・　．　　　　　　　　議

　　　　二見られる現象である・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動車が屈曲部を廻る時，外側に向つて蓮行方向に薩

　　　　　いま交通のさほど激しくない地方道路についてだけ考　　　角な遠心力が加わり横滑りしようとする・急力eブでは

　　　　えて見よう・自動車が自由陀走行し得る参めの蓮路巾は　　　路面の摩擦抵抗だけでこの横滑りを防ぐことはできない’
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